
門の話題長

県
内
初
「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」

地
域
資
源
の
開
発
を
支
援
し
ま
す

　

８
月
29
日
（月）
、
県
内
で
初
め
て

と
な
る
「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣

言
」
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」
と

は
、
ふ
る
さ
と
名
物
を
特
定
し
、

開
発
や
販
路
開
拓
な
ど
を
行
う
取

組
に
対
し
、
地
域
を
あ
げ
て
情
報

発
信
し
、
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

長
門
市
で
は
「
食
物
が
つ
な
ぐ

長
州
ど
り
に
代
表
さ
れ
る
農
林
水

産
物
な
ど
の
コ
ラ
ボ
商
品
群
」「
長

門
温
泉
郷
五
名
湯
で
長
門
を
味
わ

う
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ふ
る
さ

と
名
物
と
し
て
応
援
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
応
援
宣
言
に
合
わ

せ
て
、
フ
ジ
ミ
ツ
株
式
会
社
と
深

川
養
鶏
農
業
協
同
組
合
が
開
発
を

進
め
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
コ

ラ
ボ
商
品
の
試
食
会
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

▲左から末永組合長（深川養鶏）、大西市長、藤田代表取締役社長（フジミツ㈱）

▲開発が進められている長州どりとかまぼこのコラボ商品群
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長
門
市
中
学
生
海
外
派
遣
（
あ
す
へ
の
翼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

中
学
生
2
人
が
研
修
の
報
告

　

９
月
13
日
（火）
、
海
外
派
遣
研
修

の
参
加
者
２
人
が
大
西
市
長
の
も

と
を
訪
れ
、報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
林
拓
夢
さ
ん
（
深

川
中
３
年
）と
上
田
彩
花
さ
ん（
日

置
中
３
年
）
で
、
８
月
７
日
か
ら

17
日
間
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
タ
州
に

滞
在
し
、
現
地
の
学
校
で
受
け
た

授
業
内
容
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
過
ご
し
た
休
日
に
つ
い
て
、
市

長
に
報
告
し
ま
し
た
。

ヤ
マ
ネ
鉄
工
建
設
株
式
会
社
に
感
謝
状
贈
呈

「
人
」と「
仕
事
」を
つ
な
ぐ
拠
点
に

　

８
月
29
日
（月）
、
大
西
市
長
か
ら

ヤ
マ
ネ
鉄
工
建
設
㈱
へ
土
地
・
建

物
の
寄
附
に
対
す
る
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
寄
附

を
受
け
た
の
は
、
仙
崎
に
あ
る
旧

㈱
ミ
ラ
ノ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
施
設

で
、市
で
は
施
設
を
改
修
し
、「
人
」

と
「
仕
事
」
を
つ
な
ぐ
拠
点
施
設

と
し
て
整
備
す
る
予
定
で
す
。

▲将来は英語の教員になるのが夢と語る 2人▲山根正寛代表取締役に感謝状が手渡される

西
日
本
や
き
と
り
祭
り
in
長
門

ご
当
地
の
や
き
と
り
に
舌
鼓

　

８
月
27
日
（土）
、
28
日
（日）
の
二
日

間
、
湊
魚
市
場
を
会
場
に
「
西
日

本
や
き
と
り
祭
り
in
長
門
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
北
は
長
野
県
か

ら
南
は
沖
縄
県
ま
で
、
西
日
本
の

や
き
と
り
店
12
店
舗
が
長
門
市
に

集
結
し
、
訪
れ
た
約
２
万
８
千
人

の
来
場
者
は
各
地
の
や
き
と
り
を

食
べ
比
べ
る
な
ど
、
こ
だ
わ
り
の

味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

海
上
の
体
育
祭
「
す
い
こ
う
レ
ガ
ッ
タ
」

息
を
合
わ
せ
、
力
強
く
漕
ぐ

　

９
月
３
日
（土）
、
大
津
緑
洋
高
校

水
産
校
舎
の
体
育
祭
「
す
い
こ
う

レ
ガ
ッ
タ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
23
回
目
と
な
る
体
育
祭

は
「
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
」
と
「
ペ
ー

ロ
ン
競
漕
」
の
２
種
目
が
実
施
さ

れ
、
息
を
合
わ
せ
て
力
強
く
漕
ぐ

姿
に
、
見
守
る
生
徒
や
保
護
者
か

ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲各店舗前には多くの行列が並んだ▲仙崎湾を舞台に熱戦が繰り広げられた

三
世
代
で
臨
ん
だ
、
伝
統
の
舞
。

 

上う

え

だ田 

修し

ゅ

う

じ治 

さ
ん

門の長 門の

（
江
良
楽
踊
り 

胴ど
う
と
り取

／
東
深
川
江
良
区
）

　

９
月
10
日
、
赤
崎
神
社
楽
桟
敷
で

奉
納
さ
れ
た
芸
能
の
一
つ
「
楽
踊
り

月
の
前
の
伶
楽
」。
420
年
の
歴
史
を

持
つ
こ
の
踊
り
は
、
藤
中
区
と
江
良

区
が
一
年
交
代
で
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
太
鼓
で
全
体
の
リ
ズ
ム
を

生
み
出
す
大
役「
胴
取
」を
務
め
た
の

は
、江
良
区
の
上
田
修
治
さ
ん（
41
）。

胴
取
で
の
出
演
は
４
回
目
で
す
が
、

今
回
は
父
の
久
治
さ
ん（
69
）が
「
の

ぼ
り
持
ち
」、
長
男
の
一
誠
さ
ん（
12
）

が
「
杖
遣
い
」、
二
男
の
一
輝
さ
ん

（
10
）が
「
か
ね
打
ち
」
を
担
当
し
、

三
世
代
で
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
胴
取
を
務
め
た
久
治
さ
ん

が
見
守
る
中
、
修
治
さ
ん
は
宝
冠
と

呼
ば
れ
る
花
笠
を
つ
け
、
飛
び
跳
ね

る
よ
う
な
舞
を
披
露
。
華
や
か
な
衣

装
を
ま
と
っ
た
一
誠
さ
ん
と
一
輝
さ

ん
も
立
派
な
踊
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
「
同
じ
話
題
で
家
族
が
会
話
で
き
、

一
緒
に
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
が

ん
ば
れ
た
の
が
良
か
っ
た
」
と
修
治

さ
ん
。
一
誠
さ
ん
は
父
の
背
中
を
見

て「
い
つ
か
胴
取
を
や
っ
て
み
た
い
」

と
話
し
た
そ
う
で
す
。親
か
ら
子
へ
、

伝
統
の
舞
は
受
け
継
が
れ
、
こ
れ
か

ら
も
秋
の
楽
桟
敷
を
彩
り
ま
す
。

しゅん

旬
な人

し
ゅ
ん

▲左から久治さん、一誠さん、一輝さん、修治さん
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